
入学から修了までのプロセス 履修、研究指導の方法
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１年次　履修指導
指導教員の指導の下に履修分野と履修科目を
選択し履修する
指導教員の下で研究や実習を進め修士論文の
テーマを明確にする

２年次初旬

実習・研修の実施

指導教員に修士論文の研究テーマと研究計画
書を提出する

２年次

２年次　１月
修士論文の提出

２年次　
修士論文審査委員(５名以上)が論文の審査を
行う審査報告書を看護学研究科委員会に提出

２年次　２月末
修士論文審査結果発表

２年次　３月中旬
修士課程修了・学位記授与

履修分野選択 受験時に希望分野を選択

履修分野・コース選択＝指導教員の決定

必須単位の取得
決定分野・コースの授業科目を履修（２年）
修士論文の作成（12月末日）

論文審査
修士論文審査願い
修士論文（審査用）提出

論文審査委員決定（主査１名・副査２名）

修士論文
審査・指導

審査委員
審査報告書
作成

研究科
委員会

修士論文審査願
修士論文（審査用）提出

修士論文審査結果発表

修士論文（保存用）提出

修士判定会議

２月第１週金曜日

１．修了要件
　修了要件は、本学看護学研究科に２年以上在学し、30単位以上（共通科目を10単
位以上、専門科目を20単位以上）とする。ただし、母性看護・助産学分野の高度実
践看護職養成コース（助産師国家試験受験資格取得を含む。）においては、58単位
以上（うち28単位は助産師国家試験受験資格取得のための科目）を履修し、修士論
文審査と最終試験に合格することとする。
２．学位の授与
　本学看護学研究科で授与される学位は「修士（看護学）」とする。

４．修了要件および学位の授与

　助産師においては必要となる科目を選択し修了要件単位数を修得した者は、修了
時に助産師の国家試験受験資格を取得できます。

５．資 格 取 得


